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第１章      認知的個性を活かす２Ｅ教育の理念 

－発達障害・学習困難のある生徒の特別支援－ 

松村 暢隆 

 

１．認知的個性と２Ｅの生徒 

 

１．認知的個性の要素 

（１）発達の凸凹(非同期性）と認知的個性 

 どんな子どもでも大人でも、何かが得意で何かが苦手である。そういった発達の凸凹（非

同期性：asynchrony）を、一人ひとりにユニーク（個性的）な諸特性を総合したプロフィール

として捉えると、個人の才能や障害に適切に応じた教育・支援を行うために有用である。

心理学では能力や認知・学習スタイルなどの認知的特性を多様な次元から描いてきた。それら

の特性のいくつかを援用して私たちが提唱した「認知的個性」（CI：cognitive individuality、

以下、CI）は、学習場面で個人のさまざまな得意・苦手や興味などを総合的に捉える概念

である（松村・他, 2010）。児童生徒（以下随時、生徒）一人ひとりの学習特性や個人差を、

才能や障害も含めて、発達の年齢標準・平均からのズレとして見るのではなくて、発達の

凸凹のある総合プロフィールとして捉えるものである。 

 CI の諸特性は、従来の心理学理論や教育実践で概念化されてきたもので、私たちはまず、

「MI」（多重知能）を一つの主要な柱として設定した。以下で概説するように、発達障害

や学習困難のある生徒だけでなく、すべての生徒のさまざまな学習活動に活用できるから

である。これは、MI 理論のもつ、教育実践への応用の有用性だけでなく、公平性にもよ

る。すなわち、例えば CI の要素に含められる「ワーキングメモリー」（作業記憶）を検

査で評価することは、発達障害のある生徒（以下、発達障害生徒）の特別支援教育には有

用ではあるが、わが国の通常教育でこれを検査で測定すれば、一元的な能力尺度を新たに

導入して、生徒全体を順序づけかねない。それに対して MI は、その中のどれが得意か、

使いやすいかといったプロフィールは個人によって異なるが、成績の比較や、どのタイプ

が良いか悪いかという、価値判断による順序づけはできない。個人ごと学習しやすい活動

との適合性が異なるだけなのである。CI の要素として、「同時処理・継次処理」という認

知処理様式も、同様の公平性があるので、すべての生徒の学習に活用できる。 

 CI の特性の種類は限定・固定されないが、野添（2011, 2013）は、二大カテゴリーと

して MI と LS（learning styles：学習スタイル）を挙げ、LS の下位特性として、同時処理・継

次処理や作業記憶、長期記憶、実行（遂行）機能、注意、興味等を挙げている。 

（２）ＭＩ（多重知能）理論 

 ガードナー（H. Gardner）による「多重知能」（MI：multiple intelligences）理論で

は、知能は、「文化的に価値のある問題解決や創造の能力」だと広く捉えられ、それは知

能テストで測定される IQ を超えて多様であると考えられた (ガードナー，2001)。そして
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MI として８つの独立した知能が識別された。すなわち、①言語的、②論理数学的、③音

楽的、④身体運動的、⑤空間的、⑥対人的、⑦内省的、⑧博物的、と呼ばれる知能である。

人は誰でも得意が異なる８つの知能の組み合わせをもち、現実生活や各分野の職業でいく

つかの知能を複合で働かせる（例えば、音楽家は音楽的・身体運動的・対人的・内省的知

能を活用）。MI のプロフィールは質的に異なり、個人間で優劣の比較はできない。それ

を活かして特定の分野でどれだけうまく問題解決や創造をなし得たかが評価されるのであ

る。多様な才能を平等に尊重するという MI 理論の理念は、アメリカの学校教育現場で歓

迎され、「MI 実践」として応用され、才能・個性化教育実践の理論的支柱となってきた。 

（３）同時・継次処理タイプ 

 CI の特性の中で、MI と同様に、すべての生徒で得意なプロフィールが分かれ、学習に

活かせるものに、「同時・継次処理タイプ」がある。カウフマン（A.S. Kaufman）によ

れば、認知処理様式には「同時処理」と「継次処理」がある（藤田・他, 1998）。前者は情

報を一度に統合して、後者は情報を順次、処理するやり方である。個人によってどちらが

比較的得意か、どちらを活かした学習が適合するかが異なる。発達障害生徒では、「同時

処理が得意で継次処理が苦手」といったギャップが大きい場合が多い。 

 

２．２Ｅの生徒 

 すべての子どもがもつ発達の凸凹（非同期性）、すなわち得意と苦手、興味のあること

とないことが極端になると、才能と障害として表れる。またその両者を併せもつことも希

ではない。発達障害のある子どもは、読み書き等特定のスキルについて障害をもつ一方、

視覚認知等他の特定の得意な能力をもっていることがよくある。発達障害と優れた才能を

併せもつ子どもを、「２Ｅ[トゥーイー]の（二重に特別な）」子どもと呼ぶ（２Ｅは"twice- 

exceptional"の略語）。２Ｅの子ども（以下、２Ｅ児）には、障害と才能の両方への特別

支援が必要である。発達障害生徒の才能を活かそうとする教育は「２Ｅ（二重の特別支援）

教育」と呼ばれ、アメリカの初等中等教育の学校で 1980 年代に始まり，近年実践が広が

ってきた（野添，2007; Trail, 2011; Weinfeld et al., 2006）。 

 ２Ｅ児・者の極端な例は「サヴァン（savant）症候群」で、知的障害や自閉症がありなが

ら、ずば抜けた絵画や楽器演奏、カレンダー計算などの才能を示す、子どもや大人が存在

する（トレッファート，1990）。もう一例は歴史上の「天才」であり、歴史上の数多くの

天才は、現在の医学的な診断基準からみれば、発達障害を伴っていたと言われる（フィッ

ツジェラルド，2009; Fitzgerald & O'Brien，2007）。しかしこれらは極度の少数例であ

り、学校教育での２Ｅ教育が特定対象とするものではない。２Ｅ教育は、並外れた才能と

発達障害を併せもつ生徒だけでなく、すべての発達障害生徒の得意や興味を伸ばして活か

す教育として実践されうるものである。 

 昨今、発達障害児・者、とくに ASD およびその傾向のある人たちには優れた才能が伴

うことがある事実が、わが国でも認識され始めた。巷で ASD の人たちが「ギフテッド」

と呼ばれる場合さえある。しかし、その呼び名の元の英語は、「才能のある（者）」とい

う意味で、以下で述べるように、障害の意味は含まれないし、２Ｅ児・者の才能面しか表

さない。また、ASD 等の発達障害に必ずしも並外れた才能が伴うとは限らない。発達障害

児・者の才能は自他共に尊重すべきだが、用語の混乱・誤用によって障害面の問題が軽視
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されてはならない。才能（得意）と障害（苦手）が同じ人に併存し得ることを認識して、

各々の面を判別して適切に支援する必要がある。 

 

２．２Ｅ教育の理念と方法 

 

１．２Ｅ教育の理念 

（１）才能教育での才能の概念と識別 

 ２Ｅ教育が可能なのは、アメリカ等の学校教育では、障害児教育（日本でいう特別支援

教育）と並んで「才能教育（gifted education）」が、「特別教育（special education）」

の一環として公式に確立されていることを背景としている（松村，2003, 2008a）。才能

のある生徒には、通常教育の内容・方法は適合せず、特別な支援を要するからである。そ

して最近、才能教育と障害児教育、通常教育は連携され、互いのノウハウが活かされるよ

うになってきた。 

 学校での才能教育が対象とする生徒の才能について、アメリカでは、国（連邦政府）の

法律に、その定義が明確に規定されている。1978 年以来の「初等・中等教育法」(ESEA) 

によれば、才能の種類として、著しく優れた①知能、②創造性、③芸術の能力、④リーダー

シップ、⑤特定の学問の能力がある。 

 アメリカでは、連邦や州の教育法で才能が定義されても、才能教育プログラムを実施す

るかどうかは、義務ではないため、学校区や学校の教育予算等の事情で異なってくる。そ

れゆえ、「才能児」とは、才能教育プログラムが対象として対処できる生徒であり、特定

の才能が判別される生徒の母集団における比率は恣意的である。プログラムの規模によっ

て異なるが、ふつう、選抜を伴う場合は、対象領域ごとに数％以下の場合が多い。 

 才能児の認定のためには、多様な才能を判別するためのテストや、教師による授業中の

観察、行動観察用チェックリスト等が組み合わされて実施される。各領域の優れた才能を

判別するためには、領域固有の方法が最も妥当である。例えば、数学の才能は、数学の（工

夫された）テストによって、また音楽や美術の才能は、作品や演奏を専門家が評価するこ

とによって、明らかになる。 

 多様な才能を評価するために、レンズーリ（J.S. Renzulli）の「才能の三輪概念」が有

用である（レンズーリ，2001）。すなわち、①優れた能力（知能・学力）、②創造性、③

課題への傾倒、という大きく３つの才能の要素が考えられる。いずれかが高いことが才能

を判別する手がかりになる。注目すべきは「課題への傾倒（task commitment）」で、特

定領域への強い興味・関心、意欲や熱中を指す。興味や熱中を才能の大きな要素だと見な

して活かすことは、すべての子どもの学習を個性化するために有効である。 

（２）才能教育と２Ｅ教育の二つの方向 

 学校での才能教育では、多彩な才能を見つけて伸ばすために、多様な指導・学習方法が

用いられ、教育措置が講じられる (松村，2003)。才能教育が目指す方向は、①各領域の

著しく優れた才能を育成する特別措置、および②すべての生徒の得意・興味を伸ばして活

かす学習の個性化、の二つに大きく分けて考えられる。 

 才能教育の古くて狭い見方では、あるいは国家の優れた人材養成を至上目標とする国で

は、①のみが才能教育の目的である。そのためには、早期からごく少数の子どもを特別プ
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ログラムや例外措置のために選抜する。いっぽう、②は才能と才能教育の、新しくて広い

見方である。才能を他人との比較ではなく、一人ひとりの個人内で比較的得意な領域や技

能と考えると、才能教育はごく一部の生徒を対象とするのではなく、障害のある子も含め

てすべての生徒に、各々の力を十全に伸ばす学習の機会を与えることができる。 

 ２Ｅ教育においても、才能教育の方向と呼応して、二通りの目指す方向がある。すなわ

ち、発達障害生徒について、①一部の生徒が併せもつ優れた才能を見出し、伸ばして活か

す。②すべての生徒の、個人内での発達の凸凹（非同期性）を認識して、比較的得意な分

野・機能の能力や興味を伸ばし、苦手を補うために活かす。 

 ①が対象とする典型的な例として、ASD の２Ｅの生徒が、科学や芸術の特定の分野で並

外れて優れた能力や創造性を発揮することがあるが、少数である。いっぽう②の理念は、

すべての発達障害生徒に適用できる。比較的得意なもの、興味の強いもの（例えば視覚的

表現）を見つけて伸ばし、それらを活かして苦手（例えば言語的表現）を補うのである。 

 

２．２Ｅ教育の実施方法 

（１）２Ｅ教育に必要なステップ 

 ２Ｅ教育では、以下のステップが必要となる。①２Ｅ児の存在と、特性を考慮した教育

の必要性を認識する。②学習ニーズを最適に支援するために、得意・興味（才能）と苦手

（障害）の両方を判別する。③個人の学習特性に応じて学習方法・内容を個性化して、得

意・興味を伸ばし、活かして苦手を補う。 

 まず、①については、２Ｅ児の存在と特別支援の必要性は、アメリカでは全国の教師に

認識が広まっている。しかし、②と③を進めるのは教師個人の創意では容易ではないし、

教育行政の支持がないと実施は困難である。 

 ２Ｅ児には３つのタイプがあると言われる（Baum & Owen，2004）。①障害が才能を隠

し、発達障害だけが目立って診断される。②才能が障害を隠し、才能だけが目立って判別

される。③障害が才能を隠し、才能が障害を補うため、両方とも目立たなくなり、問題が

ないように見える。このように、併存する発達障害と才能は発見されにくい。わが国では、

才能教育の制度がないので②のタイプは存在しないが、まず発達障害と診断された、ある

いは診断されなくても学習困難が表れた生徒（①のタイプの）、さらには問題がないよう

に見えても苦闘している生徒（③のタイプ）の、得意と苦手を認識して、両方への適切な

対処が必要となる。 

（２）２Ｅの識別方法 

① 発達検査でのディスクレパンシー  ２Ｅ教育では、２Ｅ児の発達障害と才能の両面

を適切に判別するために、知能検査（WISC-Ⅲ/Ⅳ等）や認知能力テスト（K-ABC/KABC-

Ⅱ、DN-CAS 等）を用いて、得意と苦手の大きな凸凹を識別してきた。下位検査の得点間

に基準を満たす大きなディスクレパンシー（差）がある場合、あるいは知能検査の高得点

と標準学力テストの成績不振に大きなディスクレパンシーがある場合、２Ｅであると判断

される。例えば、WISC-Ⅲで、２Ｅでは「言語理解」と「知覚統合」の群指数の両方また

は一方がひじょうに高く、「注意記憶」「処理速度」は低いという傾向が表れる(Baum 

& Owen，2004)。また K-ABC と DN-CAS で、「継次処理」と「同時処理」という認知

処理様式の得点間に大きなディスクレパンシーが見られる。 
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② ＲＴＩ：援助介入を実施しながら  発達検査で障害が診断されるためには、障害が顕著

になるまで待たねばならない。それでは支援開始が遅れるため、小学校入学時から特別支

援を開始しながら、障害に対処しようという「RTI（援助介入への反応）」(Response to 

Intervention)が、アメリカの多くの州で、近年盛んになってきた。すべての児童を対象に

スクリーニングを行い、その結果によって特別な教育的ニーズのある対象を３段階で絞り

込み、支援を行うのである。 

 RTI は、連邦教育法である 2004 年改正「個別障害者教育法」(IDEA 2004)に基づいて、

発達障害を対象として実施が開始された。それだけでも障害と同時に得意な認知機能も判

明するが、さらにウィスコンシン州など数州では、才能に３段階で対処するモデルが RTI

に統合された (野添，2009)。すると RTI は、２Ｅを対象とすることになる。コロラド州

では、州規則に２Ｅ教育の推進が明記されている。 

 早期から援助介入を始める RTI は、たしかに発達障害か才能だけをもつ子どもには有効

である。しかし、この診断システムでは、２Ｅ児は第１段階で見落とされる可能性もある。

２Ｅ児は、自分で障害を才能で補い、教室に適応して問題がないように見えることがある

からである。教師が、障害と才能を識別する行動的手がかりをよく意識して、普段の観察

から可能性を見つけて、障害と才能の正確な判断へ導く必要がある。 

 いっぽう、障害の診断を待たずに教育を開始する行政的制度は高く評価されるべきであ

る。日本でも、今後２Ｅ教育の観点を含む特別支援教育を整備していくためには、発達障

害と診断された生徒だけでなく、通常学級で学習や行動の問題をかかえる、いわゆるグレー

ゾーンの生徒にも特別支援が与えられる制度が必要となるであろう。現在でも診断を受け

ていない発達障害の傾向のある生徒が、地域によっては学校の柔軟運営で通級指導教室で

特別支援を受けたりしている。しかし、教師や地域の教育行政の善意、努力に頼るのでは

なく、制度、資金の保障が国の教育行政として望まれる。アメリカの RTI は、IDEA の法

的根拠に裏付けられ、州の障害児教育で早期からの援助介入に対する連邦補助金の 15％

は、障害だと診断されない対象児に使える、という規程に沿っているのである。 

（３）２Ｅの指導・学習 

 ２Ｅ教育は、アメリカでは約 30 年来、いくつかの地域で初等・中等教育の実践が進め

られてきた(野添，2007，2009）。発祥の地は、1980 年代初頭、ニューヨーク州ウェスト

チェスター郡である。1986 年に、メリーランド州モンゴメリー郡が続いた。今も両者は拠

点校で２Ｅプログラムを実施している。また、コロラド州では、２Ｅ教育の州規則に則り、

２Ｅ児を重点的に集めるマグネットスクールが設立されている。 

 ２Ｅプログラムでは、まず発達障害生徒の中から、検査や教師の普段の観察などで、才

能を示す生徒を認定する。前述の「才能の三輪概念」の、学力、創造性、意欲などの観点

からである。２Ｅ児は、障害や才能が表立って見えないこともあるので、教師は注意深く

観察して、規定の基準で障害や才能が判別されなくても、特別なニーズのある生徒を２Ｅ

プログラムに加えるなど、柔軟に対処する。つぎに、「個別の教育（指導）計画」(IEP) 

に、才能も伸ばすこと、才能を活用して障害を補うことなども盛り込む。 

 そして少人数集団の特別プログラムで、指導の個別化を図る。公立の小学校でも、ASD

など、障害特性がよく似た児童が集まると学習がうまく行くために、特別学級を編成する

こともある。これは地域のインクルーシブ教育の一環であり、中学校・高校では、通常学
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級で個別指導員(mentor)が個別の支援を行うことが多い。 

 指導・学習の方法として、個人ごとの障害と才能の特性に応じて学習内容・方法を個別

化・個性化する。才能を活かして障害を補うために、通常授業の代替の方法として、学習

集団編成や教材、学習の進め方を工夫する。飛び級・飛び入学が適用されることさえある

（日本の大学飛び入学入試でも、発達障害への特別措置は検討に値する）。 

 ２Ｅ教育の対象は少数でも、そこから得られた知見は、発達障害だけでなく、すべての

生徒の学習を最適化することに通じるであろう。 

 

３．日本で認知的個性を活かした２Ｅ教育実践の試み 

 

 ２Ｅ教育の理念と方法を、わが国の学校教育に活かすために、得意や興味、苦手など多

様な特性を総合的に捉える「認知的個性」（CI）の概念は有用である。２Ｅ教育の理念か

ら、MI を中心とした CI を、学校でのさまざまな指導・学習の場に活かす試みについて、

以下に述べる。 

 

１．ＭＩを特別支援学校で活かす 

 発達障害生徒の得意や興味を特別支援学校で活かすために、CI の主要な特性である MI

（多重知能）の観点を念頭において生徒を観察すると、それらを捉えやすくなる。特別支

援学校に所属する水野の調査(松村，2010 に紹介）では、特別支援学校の教師が、担当の

発達障害生徒の比較的優れている MI の知能を挙げたところ、空間的・身体運動的・音楽

的・博物的知能が、比較的得意だと評価された。これらは図工や体育などだけでなく、主

要教科でも活用できる。 

 MI プロフィールを捉えるには、普段の学習行動や成果に注意して、得意や強い興味・

関心を見出そうとする構えが重要であるが、それらを客観的な指標でアセスメントするこ

ともできる。上述の水野 (2011) は、中等部の生徒の「課題への傾倒」に着目して、課題

ごとの「傾倒時間」すなわち集中が持続したと判断される時間を測定した。その結果、あ

る自閉症の生徒では、傾倒時間の長さから、身体運動的知能（手指を用いた作業）が比較

的得意であり、また作業をやり直す、工夫することから、それが内省的知能と結びついて

いると考えられた。MI の知能は、例えば対人的知能は単体では苦手なら、人と話をする

など苦手な言語的知能と複合させると、より苦手になる。ところが球技など得意な身体運

動的知能と複合させると、相手を模倣する等の必要に迫られ活性化される、と水野は示唆

している。［水野および下記の野添，北川（各 2011）は松村・他（2011）に修正収録。］ 

 

２．ＭＩを通級指導教室で活かす 

 通級指導教室や特別支援学級では、発達障害生徒の得意や興味について、教師の日常観

察だけでなく、生徒自身の自己評価もそれらを見出す手段にできる。野添  (2011) は、

MI 理論に基づいて（熱中性すなわち課題への傾倒を含む）、得意や苦手、興味の対象を

小学校中・高学年の児童が自己評価するチェックリストを開発した。北川  (2011) は、通

級指導教室でそれを利用して、発達障害のある児童の MI プロフィールを把握した。 

 そして、ある ASD 児について、比較的得意な身体運動的知能を活かして、算数に手先
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を使った活動を導入したり、裁縫・図工・ドッジボールなど得意なことを行うと、彼は楽

しく積極的に学習に取り組めるようになった。自己評定チェックリストは、教師が一緒に

問いかけ確認して、母学級の教師や保護者向けのチェックリストを併用することで、不正

確な点を補完できる。 

 

３．ＭＩ等を通常学級での特別支援教育で活かす 

 発達障害のある生徒を含めて、すべての生徒の得意や興味を活かす理念は、通常学級の

授業でも必要な視点である。松村 (2008b) では、その実践の手がかりを、小学校の理科

教育で探った。まず、学習困難のある児童の得意・興味・創造性などを教師が評定できる

ように、学習全般および理科での「才能行動チェックリスト」を作成した。それを手がか

りに、理科で豊富な知識や強い興味、独創性を示す発達障害またはその傾向のある児童を

小学校の教師に選んでもらい、協力の得られた理科担当教師に、その２Ｅ児を含む学級で、

工夫した授業を行ってもらった。例えば、実験の授業で、児童たちは実験の予想や結果を

シートに大きめの図と文字で書き込んだ。ある ADHD の２Ｅ児は、予想を丁寧に書き込

み、積極的に発言して、実験に率先・集中して取り組み、ものづくりを意欲的に行った。

理科授業への関心・意欲の表れと高まりが見て取れた。 

 また、「同時処理」と「継次処理」という認知処理様式を把握して、得意なほうを活用

した指導方略を用いる「長所活用型指導」が以前から実践されてきた（藤田・他，1998）。

CI を活かそうとする２Ｅ教育と理念を共有するが、２Ｅ教育は、強い CI を活用して、潜

在的な優れた才能をいっそう引き出し伸ばそうとするものである。 

  このように、通常学級の授業を工夫することによって、発達障害生徒も含めて、学級全

体の学習意欲や技能を高めることができる。学習につまずく生徒がより理解しやすいよう

に教材や指導方法を工夫することは、その他の生徒たちにとっても、より良い授業となる。

そういう授業の「ユニバーサルデザイン」の開発・実践が最近全国で広まってきた  (廣瀬

ら，2012；全特連，2010)。 

 

４．ＭＩ等を総合学習・教科学習で活かす 

 CI の諸特性のうち、MI や「同時処理・継次処理」は、上述（１．）のように、すべての

生徒のさまざまな学習活動に活用できる。個人のプロフィールに善し悪しの価値判断はな

く、公平に評価できるからである。香川大学附属坂出中学校では、総合学習や教科（共通）

学習で、生徒の CI の自己評定を活用する教育実践を開発してきた（同校, 2014）。 

 同校の 2011 年度以降の「総合学習 CAN」で、筆者が開発した MI チェックリストで生

徒が得意・興味を「自分の才能」として自己評定したところ、簡便な評価方法としてかな

り妥当で有用なことが示された（松村，2011）。生徒は異学年の学習少人数集団「クラス

ター」を編成する際に、得意な MI が共通するだけでなく異なる生徒どうしが協働する場

合に、現実社会の活動を模した CAN で「本物の学習」が有効に行われた。アメリカの MI

実践でも強調されるように、個人学習や協同学習で、生徒が自分自身や他の生徒の MI を

認識することは、選択した学習活動との適合性を高め、MI を活かせる学習への意欲を引

き起こせて、有意義である。 

 同校では、「総合学習シャトル」、さらに教科学習の「共通学習Ⅰ・Ⅱ」でも、生徒の
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CI として、MI に次いで、「同時・継次処理タイプ」 の活用が試み始められた。簡便な

チェックリストを用いた自己評定によって、同時処理が比較的得意で好まれる「同時処理

優位」、継次処理が得意で好まれる「継次処理優位」、両方を同等に利用できる「両方優

位」の３つのタイプに、生徒は大きく分かれる。これらのタイプを活かす授業が工夫され

ている。 

  

 教師は、生徒の CI の多様な特性を念頭において、それらを生徒の普段の学習等の行動や

成果の観察、チェックリストの活用などによって捉える。そしてさまざまに指導の個別化

・学習の個性化の方法を工夫する。そうすれば、生徒は従来の教科学習では尊重されない

学習特性に自身が気づき、その個性を活かした学習活動に達成感を感じて自己肯定感を高

め、さらなる学習に興味・やる気が生じる。すると苦手な学習内容・方法にも、自ら工夫

しながら挑戦する意欲が生まれてくる。 

 CI の観点から生徒の個性を捉えることによって、才能教育と特別支援教育、個性化教育

が融合して、「すべての生徒の得意や興味を見つけて伸ばし、それを活かして苦手を補う」

という共通理念を実践に活かせる。今後、個人の CI プロフィールを幅広く捉える識別手

段と、それを学習に活かす支援方法が開発され、応用された実践が広がることが望まれる。 
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